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結核動物血清の兎疫化学的研究(町)

アレノレギ一反応の際の補体価と血清

蛋白分屑の変動について

奥 LlI 予ドた1三F 干支

時 同 !去

Iロ口] 木 重 敏

橋 本 徹

ULì'似氾)，'、;ノ品!i 伐 111I 冗 lilij，;-i p~ ，..n; 戸品川刊1!'llliI1!t'(j?i 

jl: {r:~三者 {í./:~~;( 土，れII校動物げl1 ìl与のml~l)}rfゴについて，

その感染11キ及び脱感作 Iliyの変動を屯気iJk到111'1な!とJtl ;:Jとして ÿ~

1¥-1，2)してきたー!日Ilち BCG免7支えは存 }} 人卯)~;r' f校 1';'，[感染

兎のIITli占において， r-globulin の J叫 !?tが '/l~?(こI計iリjされ，

Ir I ツベルクリン II)~!ぷ作 llN えは ti;} }人Jt，j結核|引の前十脈i人l向感

染11年[こは r-globulin の以討は'l))，;~ì， a-globulinの以少

もおこることを「泌めたn

父7者著埼寄:者者Aの 1 人奥|山I1川l'、川i

[に之!は土 r-globulinのJ~I将(?iH以;があ}り)， 111JJ;'L' ~;iによるん id 脱J出;

作及び"式験科1)'1吸収11寺には a-globulin及び r-globulin

I;J，j-!?i'1こ減少がみられるととを傾竹してハるコ

一'IJにおいて. !G~~;J~II!J: ~l~( 土悦 'ð('111告に II:YI'i'Jに凶!利dli

のニlÍ~z な侭卜があることがNl';!;- されているが， IlllìljW~ に(/

イ;ーする補体も長山町であることからみれば，この怖11，1111iの

低卜とIlllil'j蛍山 ir)flの炎、長，}Jの「!日にHらかの関連があっても

よいようにつ与えられる c

著:才77Fは，車Ji械動物の抗休と蛋自分「討の関係を追求す

る白'Jに，今[日lは怖休イ出!との関係をしらべようと"よみたc補

体制iを制定する為には.今までのだ験でjtJいた氾よりもモ

ノレモットのプJが尚一体1111iが、!と均しており， しかもidllがr::jくて

測定しやすいことから動物はモルモットを使刑することに

した O 又免柁反応において2つに大きく分けられる即時'[11

と遅処付ーの耐反応系をみるため， BCG免疫動物及びlJfj白

アノレプ 1ン感作動物の両者について[百1ftくな実験を行eったっ

実験材料及び実験方法

1. 動物(甘木市 2ラ0-3ラOgのモ/レモットを !>t!}fjしだハ

2. 使 JflJ)lj(~ アルブミン(土， Coleの紡ん豆、il、で 31
"
1

がi品精製したものを凍*!!j~iL'k，日して保 (j し，必七:1つむじて '1

J1j!(IIJ食lil&ノKIこ({.;I'刊IしてJll1イこっ

3. ~I，r ft~、動物の li見 lさ (!Iニには ü;iiif~川ツベ/レクリンを)1]

L、fこ。

4. 油体Ilili側主l:iL

補(1):臼hの測定(ま，糊刊Ill工tとIJ¥:J':t5v. i II l ;-~Ií のた与 IÎII;Y;ごを)11

い， Erma 'j;'J Spectrophotometer 550 mμ の optl-

cal densi tyァでラO俗的IITI(こ空する lill市「止を測定し，その

日紋をHI，して同(4:イilhを，iJめした、 f((jJ(11ir't単の幻 illlば Kent

et a14)の-IJiJ、!とよって作ったグラブをJI11サこっ 尚子千1;'1の

測定お~~Ë;，ξ少くするために! f:~'，~-~'モノレモ y トII山Il川l比lii庁t守fを;冴凍H東!*科結j占:乾t燥i呆4 

して氷〈千'p主判、J什'1に二f保米イ存子しそれを標ベ訓千として旬|ド川rけ叫】11その11値|同直lにこよつてf恰怖品甫i 

f休イ本判入;11州11川州11州1行lをl川;1，品川lii川l日j幣し7たこ f初微!吹左M卜μ的Jぬil川山II印II川11"心一のJ以主i山II川|凡1.'公土d勺Jイ何;

弓伝ii:;::0)11(11'1とは 11\'<~hl'l ，:1を)11lイニペ

6. 11，台、~Jr Jf生i'，(i，krfJJIl、

}市fイペIlilWJjとI::JIJI寸二代1)り 1IIIi"Jを)Hl、た「 方法は小jト、

f件イ小、J式UJ泌占主封、紙正屯ノ4札'¥iν引tυ川-，}<1

液を}川↓リJいて 0.7 mA/μcm 41叫|咋午訓1山問}日叶i社jハ、'1'λi辺l凶互屯， 位以後 brom-

phenol blueで染色. )l:l1LfJを!打いてi.L回した( 手ヰ蛋 I~

うj'!f'lの介手f961と総長['1はをかけて伴うJ、rftj%色村民を，，1切し

た J

7. Arthus 収集ば， 0.5劣HIJI'-jアノレブ 2;/ N~ilz 0.1 

mlをthz毛したモルモットの背1'，[;1<1)'11こii:射し， 241時間後

判定した。

8. IIJl.i汚抗体:llIliの丹iiJjl::I:l:， !iIJI'jアノレブ 1ン感作モルモ

ットについてのみiiい，沈降反応市!醤itによったニ

A. 卵白アルブミンによる実験

実験 1.モルモッ卜に卵白アルブミン感作の場合

a. 'j~験jJì1 、



8ヲ

1%卵白アノレプミシ溶液 0.5ml宛腹部!芝下2何川に 後 30分以内.3， 6， 10. 24， 48， 72 1時間及び 1週間後!こ

1 Irl1だけ討:射し，その後 1，2及び3週間後に探血した。 採lil¥して補休1，日1，蛋自分屑民の測定をした。 li'iI， 72時間後

動物は30匹のモルモットを使用した。尚 Arthus現決は までは，続けて採血することを)Uiけて全伊jを4鮮に分け，

j古川一後 1及び2週間にのみ測定した。 それぞれの若干について脱感作前の似lこえすする刻介を出し

b. 成 績 7この

Arthus現象は 2;町間後!とは令伺l防十j:化し，そのF11皮 b. 日文 1点
(土最弱のものは 6x 7mm，伝T辰又U刈Iリ強j

i益杢する7危造4持亦4本'1任壬そノぷJぷミしたが， i汗手1艇聖は 般lにこ討捗剥与>Jかつた O 先ず楠休イ11lIについてみると，30jj-後既に二L厳な減少が

l山I1恥i吐Lr中}ド11'抗yιU体イ抗価!而町は， !感怠r作↓ 2i週担副1間i打河叩1甘iJiげf後炎からぶi而訓1日叶!バ1'1明珂されるよう[に乙な あlり)， その減少度lは土3却O受忽4[にとも i述主し 7たこが， 611附l時寺間後一|附i侍年仔別!f'lj，↑引作Ij，

つたが， そのFれ科」M1度(ぽ土{低氏く， せいぜいl山(1飢!札li，川消!f庁4守'ff伶常釈8{倍台防f村f午一であ f徒是， IO!I!f間後再び、25%の低下をぶして後j斬次 U'iーし始め，

り 3週間後もなお約 1/3の動物には;;rEH!-Jされなかった。 7211:yl甘l及び 1週間後には逆に25%科度のJ骨))11を示した O

JillIl'j補体1，11i)えび蛋白分!首の変動は第 1I究iIとぶした o [司 王民U~行員の変動についてみると， albuminは最初か

は述「卜前の伯に対するJ'，守減の;1111合そ示した。怖{本悩につい ら減少し， 311年間後最も少く後次第に恢ilJ:したの α-glo-

第 1図 川JI'Jアルブミンr:!';[I!'後のirli体価と

/111ィ!な蛋1'1分間の変動
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てみると， 1週間後に20.9o;n度の一時的なJ自1mをノトして断

次対少し， 3週間後lこは %IJめのfrl(lこ復j'，ji'した

:3:Ei'1 ';}、/1'1についてみると， r-globulin以外は -~'，i:に

粁l芝の減少をぶしており，ねに albuminが必いようであ

るが， 0.2-0.3 g/dl NI立で仙Ilえではないハそれとは逆に

じ globulinのみは 1週間後から滑り11を/J¥しており，その

将度は 0.2-0.3g/dlでめった。

以!ーから，卵白アノレブとン感作11寺には補体イIffiの 1週間

後のーl時的j同))11と r-globulinの崎量が特長的であった 3

実験 2.卵白アルブミン脱感作の場合

a. 脱j志向万jよー

前記'X験lこj司いたJJil白アノレプミシ!il.¥作モノレモァトにつ

いて4週間後にJ313白ア/レブミン脱感作を行った。心内it射

では 0.5%溶液 0.2mlの黒でも，ii:射後1自‘ちにクジュー

ミ，逆毛，感情，大呼吸等の定型的νョックf叶えを起して

2 Y]'以内lこ死亡したので，0.5%i制改 0.4mlを腹件内に

ii入しだっこの際lとは;L哩'J的なνヲックiii:状はみられず，

i弔かに元気がないようにみえたが全例生き延びた。服感[11

bulinは最初から減少の傾向を示したが，そのFJ度は 0.2

g/dl以内の}降度なものであった。 s-globulinは終始を

'TfiJがないといってよい科「主のJf)減を示した。 r-globulin

についてみると，脱感作後 30分以内[こ 1If!y的のC)l等度の

J'/IIJIIを示し， 3111]間後から 0.2-0.3g/ dlのrflA宰皮の減少

を 481時間後まで持続し， 7211年間後からもとの怖に復帰し

た c 1 J盟間後には tそ蛋自分開 J1~脱lさ作前の仙l乙恢保した。

第 2図 卵白アノレブ三ン感作モノレモツトに

抗原再j主肘lI!yの補体1dliとJill消蛋自

分塙の変動'

(Ji[JI' 1アノレプミシ O.雪劣溶液0.4ml #%il沖IJq)
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実験 3.正常モルモッ卜に卵白アルブミン注射の場合

以上は卵白アノレブミシ感作モノレモ y トにおける脱感作

11年の変動をみたのであるが，対照として正;官モルモ y ト[こ

卵白アルブミンを注射した際の変動をしらべた。この実験

はぢ卵I::Jアjレブミン溶液O.ラmlを心内lこit射した後の

変動を11寺間的lC追求した。成績は第3閃に示した。同にみ

られるように補体侃は 10労科度の車干し λ変動があるが， 注

射最が;本実験[こ比べ多最であるにもかかわらず，非常に軽
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第 5図 iF:if;モルモツトに卵白ア/レプミンii:

JHII寺の補体側とI位消蛋白分1甫の変動

(納品卵白アルブミン 1.096溶液 0.5ml，心IAJ)
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メ細 管夕汐テタ〆 /，ク ?4 F 九今手口 ノ叉咽

度であった。又蛋円分屑についてみても，Mれも減少より

むしろ増加]の傾向を示した。 特に 30分後の albuminの

j首長， 24時間後の albumin及び α-globulinのJ曽量，そ

の後 1週間後まで持続する r-globulinのJ常黒があって，

71，;'fi験のような減少はみとめられなかった。

実験 4.アナフィラキシーショック死の場合

a. 'J~験 Jj法

卵白アノレブ;/1 ;あJ溶液 lmlで!出作 1111]， 約2カ月

後モノレモソト 10匹を井jい， O.ラ96W白アルブミン依液0.4

ml を心 I)~Iこ注射し， νョック出状をおとしている最中と，

呼吸停止し時孔散大後の2同採lillし，そのI(山J;について補

体用と蛋l三JjjJi~ 慣を測定した勺

b. 1戊
φ1 

不岡

JiiJr' Iアルブミシの心i引i:itJ開始後約30T去でそしゃく

運動(日交筋の内情?)をおこし，その後あくび，逆毛があ

り， í~*'I"，大呼吸がおこり間もなく時孔散大し呼吸作 lfーし

た。全経過は約2J;'であったの古lj検すると 1，[リ肺(ま同!交に士山

版状をJilし， }，I，z:1え1i'，liLlをぶしていた ltfi微鏡I/))i)i¥sについ

ては川被に述べるし

第 1表 アナプィラキジーνョック時の強白

分屑及び補体価の変動(10例平均)

l 注射前 J 附 H寺 l 死[1'1後

iUl Albumin 1.雪6 1. 39 1.64 

1、古-， α-glob. 1.22 1.02 1.16 

丑f s-g1ob. 1.12 0.93 0.92 

白 r-glob. 0.99 1.02 0.81 

g/dl 私自蛍白竜 4.89 4.36 4.53 

補体価 739 751 672 

先ず蛋自分屑では第 1表の，h'i<に， i'J'd/llI寺 0.1-0.2

g/dl -1V度の減少が見られるが r-globlllinのみは才¥:TJ将

同し，タE後[ま逆に r-globlllinIこ約 2096の減ノ:tが見られ

たコ

r 

→1;'怖!本イIBj! ま r-globulin の変動[こ dí' じ，た作11午 lこ ~g-=

| トー押し，死後著しく低トーした。

尚乙/ョックlii'.状の強さと，洋子Ft正l，jJ')再3くは怖休1，l1iの変

動との問[こは， [貞ji(関係は"，低めえなかった。

実験 5卵白アルブミンによる試験管内吸収の場合

JijJ白アノレブミ Y感作モ/レモ y トI飢ィ!号を，試験符内で[fiJ

jit原でl吸収した場合の補体の変動を!制ぺた。

a. 究験方法

モノレモット 4匹を司'l4';Ji験問係卵白アルブミン泌j伐で

!芯作し， 45日後心探rfflをi'j'い， 分断した[(日1I与を 2分し，

I方[とJ111白アルブミン1/CD京を勺賢よりやや多く}JIIえ，他方ー

にとL:照的食ti&!Kを jic原とi雨量削lえ， 3rC 21時間放民した

ものについて，各々の補体価を市¥iべ7こc

b. 成績

補体怖は第21，えのようになり， II)Hてによって 3-2196 

の減少が"ぷめられた。

第 E表 卵白アルブミンによる試験符内l攻

44の際の補体制lj

動物別 食川町 1.i~ 版記力I[
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B. ツベルクリンによる実験

実験 B. モルモットにBCG接種の場合

a. ゾミ験hil

BCG 1 mg (2 mg!mlを 0.5ml)を 30i!lのモルモ

フトの収倍lえ卜lこit身、iし，その後 1，2， 3週間後[乙採血し

第 4図 BCG免佼モjレモツトの補体佃iと

1(11;青蛋白分時の変動
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週間後にはもとの怖に復帰したcα-globulinは31111'1:日後

最も減少して0.43g/dlの低ドがあり後次第にj町長した O

戸-globulinは最も炎、効少く， 0.2 g/dl以内の杯い絞少

を示したのみで漸次的‘の仙lこもどった。 r-globulinは3

1時間f乏の減少は粍度であるが，次第に減少して 101時間後

最伐とな!)，その科I支は O.労 g/dllこも述し，その後恢従

(土徐々 で 721111'間後もなお 0.3g/dlの減少を示し， 1 i組

問後!と前の佃ilこ i~帰した。

以卜会から補体仙の 3，10!J寺問を頂点とする減少.α-

globu1inの311キ聞を， r-globulin の 101時間を TfU~i，、とす

る減少が特 1~1内であった。

実験8. 対照実験，正常モルモットに対する旧ツベル
クリン注射の作用

以kの BCG免伐モルモットの脱JさdF'定験の対日告とし
て，正常モルモ y トlこ同量の旧ツベ/レクリンを心内IC注射

して変動を追求した。その成績は第6図に示した。問[こみ

87 

て補休何と蛋白分屑軍を損Ijjとした《

b. 1I文 京責

全モノレモ y トの、ド ~Jの変動を第 4 限:11と '1ーした。

情i本!rlliば2i居間俺ーli!jJ同心11したが3週間後l乙ば逆に減

少したcその粁茂は 10.%科度であったっ ;空白分屑号去につ

いてみると，何れも芹lリjな変動がなく albuminが3週

間後まで次第に被少， r-globulinが終始粍度のJ首足を示

していた。

BCG菟疫モルモットに旧ツベルクリン大実験 7. 

貴注射の場合

TE1i者モノレモツト lこツペJレクリ Yit朴

IHyの排i(本仰!と1I凡清蛋自分iT1の変動

( I日ヅベノレクリ γ20115-稀釈液 1ml.心内)

第 B図
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a. だ験1ii去

l )íj~己だ験 lこ HJl 汁こそ Yレモ y トの〈紅花 4 週間後!円ツベル

クリン 20的防釈液 Imlを心内;1射し 3，6， 10， 24， 

48， 72時間， 及び l週間後lこ採血して補体価と蛋白分屑

壊を測定した O 尚卵白アノレブミ Y脱感作実験でも述べた様

l乙721i寺間までは続けて採印するのを避けるためー全動物

を3Jl可lこ;1'"けて 2411!iri¥J以内[こ2同の保Ifllをしないように

した O 従って各11寺聞の!1)Wiは九l1Yの IJ見!~作 iìijの仰に対する

¥l?IJ{，?の、ドJijである。

b. 吠績

変動の、F均をとって第51苅lこ/J¥した。

BCG免J'Jモルモツト!とツベルク

リンit射IJiJ'の補体イrffJとjilLi白蛋白。
Jfqの変動

(旧ツベノレクリン 20f占稀釈政 Iml心I)~)
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恢俊したが，その科!支はイぐi{験(こ比し粁f蔓:で，長ーも1.El:トーし

た 101時間後でも 20%には注しなかった。京自分屑につ

いてみると， albuminが終始軽度の減少を示した他は何

れも注射市jの怖を|ニ下する科度の粁微な変動しかみられな

かった。
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補体l土免疫抗体叉ば食食品ill胞と ~lilと障碍性の微11:物及

び異種物質を倣壊する作用をもっているが，交際に/打木内

でおとる抗原抗体反応において主要な役割lをなしているで

あろうと考えられることは，抗原抗体反応でおこるといわ

れる急住腎炎の初期には補体の著明な低下がみられるこ

と 6，7)実験的IC異穐蛋H'i'l叉は病原体の再感染11:]'8，川又

は村異的な11的指抗体のn射II!PO)勺に備休が減少すること

総括及び考按

先ず補体価についてみると，脱感作311寺間後二l般に被

少し， 611年間後一時僅かに恢復， 10 11寺間後ば更に高度に

減少した。その程度は 35%の低下で 2411年間後まで持続

し， 48時間後からは恢復して逆!こ増量し， 1 j坦間後lとは脱

r:f!;{lI'前の佃;に近づいた。

蛋1'1分「品の変動をみると， albumin ば最初から 0.4

g/dl干叶支の以少を2411 !j 11日後まで続け，後次第に1I仔駐し， 1
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からも推定される。生休内のみならず invitroの実験

でも補休前lif下反Li:.:のみでなく，特異的な;"，[;1年物の中l乙楠休

が含まれるととが Heidelberger IこよりJrU!ftJされてい

る011) しかしながら，補体はあくまでも抗体とはIjll伺のも

のであり，免疫rj1叉はJ:1:';florlJ1ては必ずしもJ内最すると(土限

らないものであるハ12)

若r;ノ手のx験J&績をみると，卵白アルブミン感作叉は
BCG免波モノレモァトでは 1-2週間後にーlI;fi(jの怖体仰

のJ将}JIIがみられるが， 3週間後にはもとの佃iにもどってい

て， 抗休がj噌持F忌詰するようlにこ沖桝ii次穴J榊l将守判}J加'JI川|日iすることはなかつた。

この一一一11与νf的ド内」のJ榊j同守1引ノj川!
)応d必ιする 〔抗f休本j照雫生生:とは日別1リjのUほ1三昧床で)私[明lともf考圭考3えられるが
この"川rU巾川り川J(はまJ令)">1ド戸川11川'1は1行fなわなかつ7たこc

次に)1131'Jアルブミシ叉(土111ツペノレクリン脱!:]'i;fr'l時のrlfi

休{rlliの変動をみると， filrj者とも最初二¥I数[三減少し， 611刊¥J

後やや似似し， 1011年間後円び減少し，後次第に II~仮してい

るのがみられる。勿論そのf'，!皮は， Ii:_常モルモットに[，ilf*

lこ)1IJL'1アルブミン叉は111ツベ/レクリシを注射した際よりず

っと!山支のものであるつ

J欠にJml二iア/レブミンによる1易f?と!日ツベ/レクリンによ

るよ見合を比較すると， l}IJl'jアノレブ三ンのJUJfTだけ 30分後

の補体制を品iべたので，シ己全な比較にはならないが，異種

蛋自の場合は長初の補休の一次的誠少の度合いが怖く，一

方!日ツベルクリンの場合(土 10時間以降の :次的減少のな

がr}tい。しかも後イト?では 2411剖尚道低偵を保っていること

カtオヲカ、る。 RiceJ3，J4)によるとツベノレクリン、ンョックのJ:g

介は袖l体の低下は遅延1'[:1と表われ，アナプィラキジ-i/ョ

ックのlI:il土I1IJII!H'1で恢復が速いといっている。者-，"i'

消も之(にこ 4干体ミずず、るのであるが，われわれのJtj合は卵白アルブ

ミン I1児感作のブ'jlilj旦IJ告 I)~ii:iHであり， 111ツベ/レクリンのプj

は心l付ii:'Hであったことで，之はi/ヲ y クタじをl山くゐにl上

むをえないことであるが，それにもかかわらず卯じlアルブ

ミン鮮の早期からのI}rt{l哨j体の低卜は，幾分irlrjぷーの主主を物

jRる4艮f処にはなるまいカ)0 t-~ Riceによオlは11'1ツベノレクリ

シのJ若干干心内注射で=も， 6 -811刊¥J迄は楠!体の低トが見ら

れないとの成総は今IT'.iのと相反する。遅延性の反応を起す

ツベlレクリン引の反応系ではあるが，ツベルクリンの作用

は少くも組織にはij :rHI~(後から働いていると考えられる O

ツベルクリンl支j甫反応を見ても，阪く初期から反応はIjfJ!i{i

5れている。従って今戸lの場合それらの!苅むに対する参与

とλう形式で補体も動員され消費されるのではなかろうか

と考えるのである。尚対照実験である第8実験からツベノレ

クリンの場合には正常動物においても，相当程度の楠体の

低 i、をノjミす事実がわかった。之は使用量が多かった為によ

るゴ|特異的現象であろうが， ζの場合も 101時間を長低と

している事')~は興味が深い。叉JJIJ白アルブ:/の場合ヅベ

ノレクリシの場合共に611寺問目に:fFFの恢従が起った官だは
礁突な税明がづけられないが，補体の急激な被少に対する

ノ主体のjl}j禦反応の一部と見なしえないであろうか。之1::1ま

再検討を要する。以!の様にはIJI時十1'，遅延十Iの反応系にお

ける補休lとは，ネミ，"1の者異はあるが，之[まそう依然とした

ものではなく，傾lifjとしては1，1.j打の!日]1と本!Ulr'内宅異をdめ

ることが11:::1となL、。

次lこ ν ョック:ffFA~と補休の変動との関係を見ると，

Riceらと異なりJ，正状の，]ホさと補休の減少度との1:'，11こ(土利i

間十!こをl認めえなかったっ又アナプィラキν-νヲックタビの

際の楠休;の低卜は j乞忽!iこ反してそう著しいものでなかっ

た。之はi/"ックそのものに対して補体ば月1"られていな

いことを教えるものと考えられるのたしかにアナプィラキ

ジ-i/ヲック死動物を剖検すると種々の厳しい変化は1;:2め

られるが， H<tiのJ拐合之[土qtなる気管支:及びJ1111'守系における

If1:州十!変化のみであって，判l W'ri反応とか組織の障問を~とし

ていない η 一万ツベノレクリ:/i/ヲ y クを見ると，之(土遅延

性に表われるものであるが， H<filこは伯f!J，な1参11¥炎が"がめら

れる。そしてとの時間が補体の最低の11f]'↑itJlこ」放してい

るつこのように考えると，アナプィラキジーショ y ク叱!土

刈r;l1i/ョ y ク腕訟のみの関与であって，浦{本は!j:休の判11月七J

反応を{、l'うアレlレギー;炎の11寺!こ多量に消費されるのではな

l)かと考えられる c又第ラ実験からも推察しうるが，通常

の;'U;年反応の際の補体の低トーは同端iなザrlで 20S'6fj"投:にす

ぎないc との事だから考えても，ノ1:体:11']において怖{;j，!土遊

離抗体と抗原との反応のみに使バ]されるとは考え矧いので

ある。

j火にIllli庁長(1)1-屑の変動について考察を加えたいcW

1'1アルブミンJ出「卜11:)もBCG~Í'J :tIl !J もやや著 lりなことは

albuminの減少と r-globulinのJ'/I)JIIでおる。 これは者一

Jfて?のliijだ験日，3)でもみられていることであって， albu-

minの紋少は何度の宍似の結果， r-globulinのJ.，-')))11は抗

体と関係していると考えられる。 J}131:1アルブミン!t!li作の)]

が高度であることは，キJI校の場fTより異種蛋白感作のプjが

Jillrj吋)'c体が:1:;.1とやすいためと思われる O

脱!lさ;作 11なの変動を先ずJ}IJ白アノレブミン脱感れについて

みると， s-globulinは特有な変動をぶしていないが，

albumin は強い減少をぶしている O α回 globulinは軽度

の減少を持続して次第に恢復している。 r-globulinだけ

は特長的な変動を示している。民IJち脱感作後 30分以内に

採血したものでは一時的のJ増量を示し， 3時間後から減少

し， 48時間後まで持続して後恢復している。 r-globulin

が脱感作時に減少することは著者等の実験の他に多数の報

告 Fi，16， 17， 18， 19，20)から抗体と結びつけて考えられることで



めるが， 30分以内の一時的な増長については，抗原料中えに

対し r-globulinが一時的に動員されるのではなし〉かと考

えられる。それは第4実験で卵白アルブミンνョックの際

治作中には r-globulinが増量し死後になって勾激lこ減

少している実験成績から推定するのであるが，腹腔内注射

の際の 30 分以内のl~i旨は，ì/ョック発作ff寺の増量と同じ

に考えてよいと思われるつ抗原抗体反応による減少はその

あとに続くものと写える。

腹Wtl)~注射のlI:fiこな阪な反応がJíll 'i l でおこらないことによ

るものと巴われ，その恢復が 481I~，r: \Jでもなおなされない

ことの原内ともなっているのであろう。 Jド)i;有4'定験が之

を物Ii{rっている。

i欠lこツベルクリン11党感作についてみると，ね=白なき之ぐ到J

を'J号したのは a-globulinと r-globulinである。 UiJち

a-globulinは31時間後lこ設も減少して次第に仮復し，

r-globulinの減少は 1011寺II¥J後が投J;である。この α白
globulinの変動は卵白アノレブミン脱感作11，¥'1こ比べ特有で

あり，しかも/，:ljf支であるが，由一ちに結核における抗体と

α-globulinとを関連づけることは知県である O しかし

Cole苛21)は， α-globulinにも抗体が仔在することを主

娠しているので興味のあることである r-globulinの減

量は最初はそれ科!日j度でなく， 1011午間後に最も強く減少し

ていることは，結核の遅延性の反応を当てはめれば説明の

つくことであるが，補体の検討の刈で=述べたように， 1[11仁rJ

の抗原抗体反応(ま il:射後 l白ちに開始されると考えると

ト globu日nの遅延性の低卜はやや説明にl州市であるが，

a-globulinと合わせ考えると合理的な解釈がlHユたそうで

ある。

ここで a-golbulinと抗体を結びつけて考える前に，

a-globulinの被少の頂点が補体制の低ドの 31時間のj舟

点に， r-globulinの減少の頂点、が 1011寺IIU後の補体の低

下のJfi/，i，と一放しているのがii:けをひく。そこで α-glo-

bulin及び r-globulinと同休仙の変動の閲係をグラブ

lこして検，Hしてみた。(前7，81叉1)第 71叫に示した311寺li'rJ後

の変動をみると， α-globulin~:が多く補体仙Iの山'jp脱感

作前の A~から， α-globulin :lE.が少なく補体仙の低い脱感

[午後のIIHiに支動する傾向をぶしているのがみられる O これ

に反しドglobulinと補体価の関係は一定の傾向をぶし

てけない O え~~8凶の 1011初日後をみると， 31時間後とは

，il'に a-globulinと補体価の関係は一様でなくて r-

globulinの方がー燥な傾向を示して変動しているのがみ

られるごこれらからみると，旧ツベルクリン脱感作時の 3

時間後の浦体価の低卜は α-globulinと， 10時間後の低ドR

!'j: r-globulinと|白持関係しているように思われる O そこ

で， [iiJじ浦体価変動の傾向を示した卵白アルブミン!i!!i作に
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ついても同様グラフを作ってみたが，この際には 311在日日後

1011年間後何れも，そして a-globulin，r-globulin (nfれも

一定の傾向をぶさない様である O 従って補体は血清内の蛋

白質そのものであるとしても，直接その悩の低 Fと或特定

の蛋自分屑の減少と結びつける ζ とは出来ないものと考え

られる O 勿論この際抗体による変動が大きいのであるが，

Pillemer et al 22)， Ecker et aJl2lによると，分離した補

体の4つの成分はそれぞれの globulin分)討に分散して
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いることを示しており， α-globulin又は r-globulinの

みに限局しているものではないc しかも怖体の活性度はそ

の最少足に含まれる補体J戊~'iの!r ljj によるものであって，モ

ノレモットの場合は C'1が占えら少なく 23)日記はC'3が最も

少なく 24)C' 4が設も多いとされている 23)従って補体制liの

汗何度l土この長少の成分の位に/王手fされるのであって，市

位の I~'JP 浦体;戊)j'が反応の場合において余分にがj貸される

とは限らず， α-globulin又は T四 globulinIこ含まれる補

体成分は単位が高いからといって余d卜にその α-globulin

i誌に影持すると考えることは早計であろう。

以|この係に与えると，補一体仙1 と HIltJ蛍自分 j~jhi:の炎、到J

をけりを結びつけて解釈することは無理のようであるつしか

し，脱1(1¥作によって補体仙1は勾激な低 FーをノJ'し，メ同時に

a-globulin及び r-globulinの減少もみられるというこ

とは，生体内のtJL原体反応の際lこ補体も同時に{Iリらかの役

'，'討をなしているというととが:1¥;1えると考える。 fll{Jα-glo-

bulinと抗体lこ関しては分割iJY;;j'についてj心ポしてみたい

と思っている O

結 ~.ð‘ 
日間

1. モルモット[こ卵白アノレプミン1~作及び脱!惑作，

BCG免疫及びツベルクリン脱感作を行って， その際血di

補体イdli及び、長印分)討の変動を追求した。

2. 卵白アルブミン感{l1，/I主主えび BCG免佼/I!Jには， I~ 

2 週間後補体仙の一時的J~)JIJ と， r-globulinのJ首量がみ

らiltこ。

3. 卵白アルブミン脱!~fl'lこよって ， 30jj'， 3， IOII~J 

聞の補体側の低ドと， a-globulinの軽度の減少， r-glo-

bulinの 30jj後の一時的増量lこ泣くIドAf度の減少がみら

れ7こG

4. アナブィラキνー乙/ョック死例では， jt作Lf.l補体

悩の土針があり，死と ~I， Iこ F った 0 )1..試験結ー|勾でアノレプミ

ンJJL体を吸収した際lこも補体制tiは低卜した。之らの際)Uこ

血清 r-globulinの減少を見た。

5. BCG免疫モノレモットの旧ツベノレクリン脱感作に

よって 3，10， 24時間後の補体仙の低ドと， 3 H、.jF-iJを頂点

とする α-g¥obu日nの減少， JO:I~rlmを JJi点とする r-glo­

bulinの減少がみられたの

6. 脱!~fr，/I !iの補体i， lliの低トと， JíJl;I~~長|当分)討の以少

との聞の特定の関係(;l:，:O1引しえなかったが，生体内抗原HL

体反応とI，IJj者の関連自について考察を加えた Q
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